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金沢市早朝野球協会会⾧旗争奪
第2３回 金沢市中学校野球大会
（ 令 和 ５ 年 7 月 ８ 日 ～ 8 月 １ 9 日 ）

大会⾧
金沢市早朝野球協会 会⾧
北國新聞社 常務取締役

吉田 仁
多くの方々のご理解とご協力を得て、末永く継続してい
きたいと考えております。
今回は、金沢市内の中学校20チームが出場し、新
チーム結成後、初めての公式戦となります。息の合った
チームワークで、ゲームセットの瞬間までベストを尽くして
いただきたいと思います。そして9月に開催される金沢市
中学校秋季新人大会に向けて、目標や課題が見つか
る機会になれば幸いです。
炎天下での試合が予想されますので、選手の皆さんは
水分を十分補給し、しっかりと体調を整えて、はつらつと
したプレーを期待します。
本大会の開催にあたり、ご尽力賜りました関係各位に
心からお礼を申し上げ、開催にあたっての挨拶といたしま
す。

2000(平成12)年に始まった金沢市中学校野球大
会は、今年で23回目を迎えます。本大会は、夏休みに
中学生が練習の成果を発揮できる「実戦の場」を設けよ
うと、金沢市早朝野球協会と北國新聞社の提唱により
始まりました。
野球に打ち込む選手、指導者、そしてそれを支える地域
の方々の応援は、野球の発展に欠かせない要素だと思
います。若い選手の育成を目的とした本大会は、金沢
市や石川県野球界のすそ野を広げる意味からも、



大会顧問
金沢市教育委員会 教育⾧ 野口 弘

金沢市野球協会 会⾧ 木田 學大会顧問

第３位準優勝校優勝校

野田・大徳浅野川星稜第１回大会(平成12年)

城南・紫錦台森本星稜第２回大会(平成13年)

額・鳴和森本⾧田第３回大会(平成14年)

城南・森本鳴和清泉第４回大会(平成15年)

⾧田・城南北鳴星稜第５回大会(平成16年)

森本・高岡星稜額第６回大会(平成17年)

港・⾧田兼六高岡第７回大会(平成18年)

城南・鳴和北鳴高尾台第８回大会(平成19年)

額・鳴和港森本第９回大会(平成20年)

第３位準優勝校優勝校

浅野川・額紫錦台森本第10回大会(平成21年)

高岡・紫錦台高尾台森本第11回大会(平成22年)

額・高尾台犀生森本第12回大会(平成23年)

⾧田・大徳緑鶴来第13回大会(平成24年)

港・城南紫錦台額第14回大会(平成25年)

大徳・鳴和高尾台西南部第15回大会(平成26年)

額・鳴和野田星稜第16回大会(平成27年)

小将町・森本兼六星稜第17回大会(平成28年)

兼六・北鳴城南星稜第18回大会(平成29年)

高尾台・額紫錦台星稜第19回大会(平成30年)

紫錦台・額西南部星稜第20回大会《令和元年）

大会中止中止(令和2年）

途中大会打ち切り第21回大会（令和3年）

泉・額浅野川星稜第22回大会(令和4年)

第２３回を迎えた本大会が、今年度も、金沢市早
朝野球協会、北國新聞社主催のもと開催できますこと
に感謝申し上げます。
本大会は『健康と友愛』をスローガンとする金沢市早
朝野球協会（市協会加盟５５年の経年）の皆様に
お世話頂き、夏休みを利用し、野球を愛する中学生
選手諸君の、技術の向上はもとより、礼儀や他者への
思いやり精神を育み、規則正しい生活行動に役立てた
いとの強い願いから創設された大会であります。

申すまでもなく、本大会は炎天下での試合ですが、
将来を担う若者を育てたいとの願いから、大会開催、
運営にご尽力頂いている、早朝野球協会の皆様ま
た指導される先生方の姿に心からご苦労様ですと
感謝申し上げるとともに、今後とも、ご指導ご支援
をお願い申し上げる次第です。
選手諸君には厳しい暑さの大会ですが、お世話
頂く方々や応援してくださる皆様、また、支え気遣い
してくださる家族への感謝を忘れず、中学生らしい
爽やかなプレーで野球を楽しんでください。
本大会が盛会のうちに終わりますようお祈りし、激
励の言葉といたします。

金沢市早朝野球協会主催の第２３回金沢市中学
校野球大会が、今年も市内の中学校の参加のもと、
盛大に開催されますことを心からお喜び申し上げます。
大会期間中は、水分補給など体調管理には十分に気
をつけていただき、中学生らしくのびのびとした全力プレー
で日頃の練習の成果を思う存分発揮されるよう大いに
期待しております。
さて、野球は国民的なスポーツとして多くの人たちに親
しまれています。３月に開催されたＷＢＣでの世界一
奪還に、日本中が歓喜に沸いたことは記憶に新しい出
来事です。

また、メジャーリーグでは大谷翔平選手が打者と
投手の二刀流で大活躍を続け、見る人々に希望
や感動を与えてくれています。
国内では、今年も８月６日に高校野球の夏の
大会が開幕します。夏の風物詩として親しまれてい
る甲子園は、選手の皆さんにとって憧れの場所だと
思います。夢の実現には、諦めない強い心と粘り強
い努力が大切です。皆さんにとって、本大会が、夢
の実現への新たな一歩として、心身共に健やかに成
⾧させてくれる舞台となることを願っています。
結びに、本大会の開催にあたりご尽力賜りました
大会実行委員をはじめ、各中学校の指導者の皆
様、関係各位に深く感謝申し上げますとともに、本
大会が実り多き大会となりますよう祈念いたしまして、
激励の言葉といたします。


